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　市の平成26年度決算がまとまりま

した。市民の皆さんからの税金など

が、昨年度どのように使われたのか

をお伝えします。

■問い合わせ　財政課☎内線 334

平成 26 年度全国の市区町村には、それぞれ特有の
状況があるため、右ページの一般会計
を単純に比べても、正確な比較をする
ことはできません。
そのため、全国一律の基準によって、
他の市区町村と比較できるようにした
のが、「普通会計」です。

歳出
【普通会計】

その他
13 億円（8.1%）

公債費
17 億円（10.6%）

繰出金
19 億円（11.8%）

人件費
 26 億円（16.1%）

普通建設事業費
 25 億円（15.5%）

決算
報告

歳入総額　166 億円 歳出総額　161 億円

 地方交付税　51 億円（30.7％）

 市税　37 億円（22.3％）

 国庫支出金　19 億円（11.5％）

 市債　15 億円（9.0％）

 県支出金　17 億円（10.3％）

 諸収入・繰入金等　14 億円（8.4％）

 その他　13 億円（7.8％）

 民生費　43 億円（26.7％）

 総務費　20 億円（12.4％）

  衛生費　17 億円（10.6％）

 公債費　17 億円（10.6％）

 教育費　17 億円（10.6％）

 土木費　17 億円（10.6％）

 その他　30 億円（18.5％）

人口や税収に応じて国から配分
されるお金

前年の所得や所有する土地など
に応じて市民から納めてもらう
税金や、会社からの法人税

国から配分されるお金

県から配分されるお金

財政収入の不足を補う借入金

子どもや高齢者、障がい者など
の福祉に使われる経費

行政の運営や市税の賦課・徴収、
庁舎や財産の維持管理などに使
われる経費

ごみの収集や、市民の皆さんの
健康のために使われる経費

学校教育や生涯学習などのため
に使われる経費

市債（借入金）を返済するため
に使われる経費

道路や公園、市営住宅などを管理・
整備するために使われる経費

商工業や農林水産業、災害復旧
のために使われる経費など

差し引いた約 5 億円が実質

的な黒字となります。

やまなみ保育園の建設や、臨

時福祉給付金などにより、前

年度から 6.6％増加しました。

防災行政無線の整備などによ

り、前年度から 10.6％増加

しました。

今富公民館の建設や、小学

校の耐震化工事の終了によ

り、前年度から 7.9％減少し

ました。

うち、自然光利用型の連棟

ハウス整備事業などにより、

農林水産業費が 19.3％増加

しました。

固定資産税や法人市民税の増

加により、前年度から 0.3％

増加しました。

扶助費
23 億円（14.3%）物件費

20 億円（12.4%）

補助費等
18 億円（11.2%）

一般会計

主な事業

小浜地区中・西部地域の整備
9,537 万円

小浜地区中・西部地域の整備に向け

た測量設計や、香取ポケットパーク

を整備しました。

やまなみ保育園の開園
1億 6,862 万円

雲浜保育園と西津保育園を統合、民

営化し、やまなみ保育園を開園しま

した。

便利な下水道へ
8億 2,744 万円

公共下水、農業集落排水、漁業集落

排水事業の運営のための繰出しを行

いました。

防災行政無線の整備
1億 6,539 万円

防災情報を伝達するための、同報系

デジタル防災行政無線を整備しまし

た。

食のまちづくりを更に推進
1億 3,784 万円

食文化館のリニューアル工事や、海

のガーデン、七輪焼き広場などを整

備しました。

より良い公立小浜病院へ
6億 1,109 万円

公立小浜病院の円滑な運営のため、

負担金を支出しました。
　

自然光利用型の連棟ハウスの整備
2億 9,730 万円

農業生産の拡大、雇用の促進のため

農業生産法人が行う周年栽培型大規

模ハウス整備を支援しました。

（仮称）東部小学校の建設準備
2億 7,402 万円

（仮称）東部小学校の建設に向けた

設計業務や用地買収、物件補償を行

いました。

中学校の耐震化工事
2億 6,211 万円

小浜中学校と小浜第二中学校の耐震

化工事を実施しました。

普通会計とは？

基金からの繰入金など

施設の使用料など

市民 1 人あたりの市税負担

約 12 万円

※四捨五入した数字を使用しているため、 合計が一致しない場合があります。
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会計名 歳入額 うち一般会計繰入金 歳出額 差し引き
国民健康保険事業 31 億 9,548 万円 1 億 8,550 万円 31 億 7,012 万円 2,536 万円
後期高齢者医療 3 億 5,067 万円 1 億 769 万円 3 億 4,920 万円 147 万円
介護保険事業 31 億 5,891 万円 4 億 4,432 万円 31 億 65 万円 5,826 万円
簡易水道事業 9,681 万円 2,279 万円 9,425 万円 256 万円
下水道事業 17 億 3,681 万円 6 億 785 万円 16 億 6,275 万円 7,406 万円
農業集落排水事業 4 億 5,216 万円 2 億 834 万円 4 億 4,742 万円 474 万円
漁業集落環境整備事業 5,316 万円 1,125 万円 5,074 万円 242 万円
加斗財産区運営事業 33 万円 0 万円 2 万円 31 万円

　市の会計には、一般会計のほかに、企業会計が 1

会計（水道事業）、特別会計が 8 会計あります。

　企業会計とは、民間企業と同じように事業で得る

収益で運営する独立採算型の会計です。

　特別会計とは、特定の事業を行う場合や特定の収

入で事業を行う場合に、一般会計とは区別して経理

を行う会計です。特別会計では、使用料や保険料な

どの収入が主な財源になります。

  水道会計

  特別会計

　企業会計と特別会計

おばま観光局

【主な取り組み】
●観光誘客ツーリズム商品の開発・発信
・「てんこもり小浜フェスタ」など、小浜の魅力
　をアピールするイベントや観光プランを企画・
　集約し、発信しました。　
・「若狭おばまお魚まつり」や「若狭のスイーツ☆
　スタンプラリー」の実施、「鯖寿司食べ歩きクー
　ポン」の発行など、” 食 ” を切り口とした観光
　プログラムを展開しました。
・阿納区での新たな海体験プラン「シーカヤック
　体験」プログラムの開発に取り組み始めました。
●地域活性化への取り組み
・まちづくり市民幹事会やKISUMO小浜など、市
　の活性化を担う市民有志と協働し、様々な賑わ
　い創出事業を実施しました。

　観光おもてなし基盤づくりを推進する「株式会社ま
ちづくり小浜（おばま観光局）」の決算と、取り組みの
概要をお知らせします。

【損益計算書】
営業費用    　      8,528 万円 営業収益       　   9,093 万円   
営業外費用  　　  　   1 万円 営業外収益　  　      22 万円
法人税等             　 157 万円
当期純利益             429 万円
　　計            　 9,115 万円 　　計        　      9,115 万円

【貸借対照表】
流動資産              5,664 万円 流動負債             2,739 万円
固定資産     　　　 469 万円 固定負債     　　   175 万円

資本金　             2,500 万円
利益剰余金      　   719 万円

　　計    　　　  6,133 万円 　　計        　　 6,133 万円

【経営状況】
　平成26年 7月の舞鶴若狭自動車道全線開通を見据えた
道の駅「若狭おばま」物販施設の増床リニューアル、商品
数・種類数などの充実に努めたことなどから、道の駅単独
の売り上げで1億 4,800万円を上回ることができました。
　市営駐車場の指定管理事業については、売り上げが
伸びておらず、顧客の新規開拓が課題となっています。
　㈱まちづくり小浜全体の経営状況としては、429 万
円の当期純利益を上げることができました。

■問い合わせ　おばま観光局☎ 56・3366
シーカヤック体験の様子

㈱ケーブルテレビ若狭小浜

【損益計算書】
営業費用   3 億 1,697 万円 営業収益   3 億 7,499 万円
営業外費用　    425 万円 営業外収益　      475 万円
法人税等　    1,997 万円
特別損失 　　　 109 万円
当期純利益　  3,746 万円
　　計　  3 億 7,974 万円 　　計　  3 億 7,974 万円

【貸借対照表】
流動資産  4 億 3,154 万円 流動負債　　  2,952 万円
固定資産  3 億 8,503 万円 固定負債  3 億 6,358 万円
繰延資産　　　  130 万円 資本金　　　  4,000 万円

利益剰余金 2 億 6,477 万円
積立金　　1 億 2,000 万円

　　計　  8 億 1,787 万円 　　計　  8 億 1,787 万円

㈱小浜市総合卸売市場

【損益計算書】
営業費用　     1,384 万円 営業収益    　　1,482 万円
営業外費用             33 万円 営業外収益　　　  79 万円
法人税等　          49 万円
当期純利益 　　   95 万円
　　計　    　  1,561 万円 　　計　     　 1,561 万円

【損益計算書】
営業費用 3 億 5,312 万円 営業収益  　4億590万円
営業外費用　4,867 万円 営業外収益  　8,320万円
特別損失     2,839 万円 特別利益  　　　13 万円
当年度純利益 5,905 万円
　　計　   4 億 8,923 万円 　　計   4 億 8,923 万円

【損益計算書】
事業原価  　　  4,039 万円 事業収益　 　  2,528 万円
販売費・一般管理  18 万円 事業外収益　          96 万円
事業外費用         552 万円 当期純損失　　1,985 万円

　　計　        　4,609 万円 　　計　        　4,609 万円

【貸借対照表】
流動資産 　　 2,617 万円 流動負債　　　  412 万円
固定資産  1 億 4,802 万円 固定負債　　  2,140 万円

資本金　　　  8,000 万円
利益剰余金 　 6,867 万円

　　計　  1 億 7,419 万円 　　計　  1 億 7,419 万円

【貸借対照表】
流動資産     5億1,890万円 流動負債  1 億 9,983 万円
固定資産  64億9,535万円 固定負債  18億7,614万円

繰延収益  27 億 260 万円
資本　   22 億 3,569 万円

　　計　70 億 1,425 万円 　　計　70 億 1,425 万円

【貸借対照表】
流動資産　8 億 3,796 万円 流動負債　1 億 8,700 万円
固定資産      　       11 万円 固定負債     6億6,300万円

資本金　　           400 万円
欠損金　　     1,593 万円

　　計　 　8 億 3,807 万円 　　計　　 8 億 3,807 万円

※人口は 30,456 人（平成 27 年 3 月末現在）

※公有地となるべき土地の適正な管理などを行なうため設立された市が出資する法人

※国・地方公共団体と、民間事業者との共同出資により設立された法人
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市債（借入金）残高の状況

中学校の耐震化や、防災行政無線の整備のため市

債を借り入れたことで、前年度から 5,223 万円増

加しました。今後も、（仮称）東部小学校の建設

や、国体への準備のため、増加する見込みです。

153 億 9,983 万円

平成 26 年度末残高　153 億 9,983 万円
市民一人当たり　 　約 50 万 6,000 円
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基金（貯金）残高の状況

前年度は災害復旧事業に充てるため、財政調整基金

を 2 億 241 万円取り崩しましたが、26 年度は今後

の大型事業などに備えるため、財政調整基金に 1 億

4,348 万円、減債基金に 5,675 万円を積み立てました。

特定目的基金
（使い道が決まった貯金）

3 億 8,641 万円

減債基金
（借入金返済の
　　ための貯金）

3 億 6,954 万円

財政調整基金
（使い道が決まって
　　　いない貯金）
14 億 8,925 万円

平成 26 年度末残高　22 億 4,520 万円
市民一人当たり　    約 7 万 4,000 円

小浜市土地開発公社
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